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60． 海洋汚染防止の ため の 構造及び設備規則並びに 関連検査要領 にお ける 改正 点の解説

　　　　　　　　　　　　　　　　　 （燃料 油 タン クの 防護 ）

1 ．は じめ に

　2007 年 2 月 1 日 刊規則第4 号及 び達第 5号 （日本籍船舶

用）並 び に 同日付 Rule　No ．13及び Notice　No ．11 （外国籍船

舶用）に よ り，海洋汚染防止の た め の 構造及 び 設備規則並

び に 同検査 姜領の
・
部が 改正 され た 。 以 下 に そ の 内容 に つ

い て 解説する 。

2 ．改正の 背景

　エ リ カ号の 事故を契機とす る 油 タ ン カー
に 対する規制 強

化 策 と して ，2003年 12月 にMARPOL 条 約 が改 正 さ れ，重

質油 を
．
運 搬する小 型 の 油 タ ン カーにつ い て も原 則 と して ダ

ブ ル ハ ル とす る こ とが 要 求 され る よ うに な っ た。そ の 際，

油 流 出 事故 に よ る 環境 汚染 防 止の 面 か ら見 れ ば ，こ の よ う

な小型の 油 タ ン カ
ー

よ りも遥 か に 多くの 重油が 積載 され て

い る 大型船の 燃料油 タ ン ク に つ い て も，貨物油 タ ン ク と 同

様 に ダ ブ ル ハ ル に よ り防護 しなけれ ば な らない の で は な い

か との 議論が 有 り，
IMO にお い て 緊急課題 と して 燃料油 タ

ン ク の 防護 に つ い て 検劃す る こ と となっ た 。

　 こ の 結果，2006年 3月に 開催 され た第 54回海洋環境保護

委員会 （MEPC 　54） に お い て MARPOL 条約 附 属書 1の

Reg．12A と して，燃 料 油 タ ン クの 防護 に関 す る新 規 則 が 採

択 され た。上記新規則 に お い て は，燃料油 タ ン ク をダブ ル

ハ ル に よ り防護す る こ とが 要件化 され る と と も に
， そ の 代

替要件 と して
，
MARPOL 条約附属書1の Reg23 と［司様 の 確

率論的手法 に よ る 油流出量評価 が導入 され て い る 。

　 こ の た め，上 記条約改 正 に 対応 すべ く，関連 規則 を改 め

た 。

3 ．改正 の 内容

主要な改正点 は以下 の とお り。

　 〔1）燃料油 タ ン ク を ダ ブ ル ハ ル に よ り防護す
「
る ため の 要

　　　件 を規定 した。本要 件 は貨物 油 タ ン ク に 対 す る ダ ブ

　　　 ル ハ ル の 規定 （Reg ．19＞ に な らっ た もの で あ るが，

　　　二 重底高 さ に 関す る 要件に つ い て は，B／15に代 え

　　　て ，改 正 さ れ た SOLAS 条 約 II−1 章 （決 議

　　　MSC ．194（80）の ANNEX 　2）の 要件 に な らい B／20 を

　　　採用 して い る 。

　（2＞ ダ ブ ル ハ ル に よ る 防護 の 代替 と し て，確率論的手法

　　　 に よる 燃料油流出量評価 を規定 した 。 E記の とお り，

　　　本要件 は，以 下 の （a）か ら （c）に掲げ る事項を除 き，

　　　MARPOL 条約附属書 1の 貨物油 タ ン クの 配置 に 関す

　　る ［司様の 規 定 （Reg，23）に な ら っ た もの で，評価 手

　　順 等 に つ い て は ，別 項 の MARPOL 条 約 附 属 書 1の 改

　　正 に 関 する 解説 を参照 さ れ た い 。

　　（a）船底損傷時の 最小流出量 に つ い て は，ダ ブ ル ハ

　　　　ル に よ る 保護が 前提 とな る 貨 物油 タ ン ク と異 な

　　　　る こ とか ら
， 考慮する タ ン ク の 船幅方向の 位置

　　　　に よ り決定 され る高 さ （Hw ）の 範囲が 流出する

　　　　もの と し て 別 の 基準 が 規定 さ れ て い る。

　　（b）閾値 に つ い て は，従来の 設計 に よ る 船舶 に つ い

　　　　て 最小 の ダブ ル ハ ル を設ける よ う設計変更 した

　　　　場合 を仮定 し，こ れ らの 設計 に 対す る 試計算結

　　　　果の 半数以 上 が 合格 とな る よ う設定 して い る 。

　　　　（4 ．参照）

　　（c）保 守性 に 劣 る狭 隘 な 区画 が発 生 す る こ と を防止

　　　　す る た め ，本 評価 に適 合 す る た め に
．
部 又 は全

　　　　て の 燃料油 タ ン ク に ダ ブ ル ハ ル を設 け る場 合 ，

　　　　こ れ らの ダブル ハ ル の 高 さ及 び幅は ，前（1）の 規

　　　　定に よ る 最小値 を確保すべ きこ と を規定 して い

　 　 　 　る 。

（3） ダブ ル ハ ル 部が損傷した際 に 燃料油 の 流出 を最小化

　　す る ため に，ダ ブル ハ ル 内に 設置され る燃料油 管装

　　置 に つ い て ，通 常，乗組員 が従事す る場所か ら容易

　　に交通 し得る場 所 か ら操作 可 能な弁を設 置 す る こ と

　　等を規定 した。

4 ．参考資料

　MARPOL 条約 附属書 1の Reg ．12A6 か ら．8 に規 定す る ダブ

ル ハ ル 要件 に 基 づ き 試 設 計 を 行 っ た 船 舶 に 対 し て ，

Reg．12A．11に規定す る燃料油流 出量評価 を適用 した場合 の

結果 を，そ の 閾値 と と もに 図 1に示 す。

　ま た
， 本評価手法 の 閾値 の 妥当性 を検証す る た め に行 わ

れ た試設計 の 例 を参考 と して 図2 に 示す 。 なお，試設計は，

ダ ブル ハ ル 要件 を満 足 す る最小 の 幅及 び深 さ を備 え る ダ ブ

ル ハ ル を設 け る こ との み を意 図 した もの で ，必 ず し も，タ

ン ク配 置 変 更 に よ る影響等 の そ の 他 の 要 因 を考慮 した もの

とは な っ て い ない 。

　 な お，上 記試計算結果 及 び そ の 計算対象 と し た試設計 は，

日本財団の 助成 に よ り行わ れ た，（社〉 日本造船研究協会

（2004年度末解散）の 2004年度、燃料油 タ ン ク防護基 準作

成 に 関す る調査 研究 （RR −SP5 ）に お い て 実施 され た もの で

あ る。
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図 1　試 計 算 結 果
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図 2　試計 算 に 使用 した試 設 計 の例

　　　　（タ ン カー
の 場 合）

61． 安全設 備規則 に お ける改正 点 の 解 説

　　（性能試験の 対象 とな る航 海設備〉

1．は じめに

　2007年2月 1日付規則第5号 に よ り，安全設備規則 （日本

籍 船 舶 用）の 性 能 試 験 の 対象 とな る 航海設備 に 関す る 規定

の
一一・

部 が 改 正 され た。以 下 に 改 正 され た規 則 に つ い て 解説

す る。

関 す る 1司内 基 準 が 明 確 で な か っ た。そ の 後，当該基 準が

徐 々 に整備 され て きた た め ，性能 基準 に適 合す る こ とを確

認する 試験 の 対象 となる 航海設 備を明確 にすべ く，関連規

定 を改め た。

3 ．改正 の 内容

2 ．改正 の 背景

　IMO 決議 MSC ．99（73）に よる SOIAS 条約第V 章 2000年改

正 を本 会 規 則 に 取 り入 れ る 時 点 で は，当該改正 に よ り新 た

に 導入 され た 航 海 設 備 の うち
一

部の もの の 性能試験方法に

　安 全 設備 規則 4編 2．5．1 を改 め，性能基 準 に 適 合す る こ と

が，国，日本小 型 船 舶検査 機構 （JCI）又 は H 本舶用品検定

協会 （HK ）に よ っ て 船舶 へ の 搭載前 に 確認 され な けれ ば な

ら な い もの に，船首方位伝 達 装 置 （THD ）並 び に 船 首 方 位

制御方式及び航跡制御方式自動操舵装置を加えた 。
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